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性的マイノリティの自己受容とカミングアウトの関連性の検討
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The relationship between self-acceptance of sexual minorities and coming out
Midori TANAKA and Shuzo IMAJO
This study examined the influence of self-acceptance on coming out by individuals of sexual minorities. In 
the preliminary study, we interviewed individuals of sexual minorities (N ＝ 8) and developed the Coming Out 
Scale comprised of 27-items. We also translated the Lesbian, Gay, Bisexual Identity Scale (LGBIS-SWU; Mohr 
et al., 2011) into Japanese. The main study participants were individuals of sexual minorities (N ＝ 106), who 
responded to the Coming Out Scale and the LGBIS-SWU. A factor analysis of LGBIS-SWU extracted four 
factors: “Identity centrality,” “Difficult Process,” “Internalized Homonegativity,” and “Identity Uncertainly.” 
Multiple regression analysis revealed that coming out behavior was positively associated with Identity 
Centrality but negatively associated with Internalized Homonegativity.
Key words : Sexual minority（性的マイノリティ），Identity development（アイデンティティの発達），
Coming out（カミングアウト），Self-acceptance（自己受容），




















































































































































Troiden （1979, 1989） のモデルは、性的なアイ
デンティティに気づく前から始まっていることが









尺度としては、Mohr & Kendra （2011） のLGBIS
（The Lesbian, Gay, and Bisexual Identity Scale） が
開発されている。この尺度は、Mohr & Fassinger 
























































































昭和女子大学版Lesbian, Gay, and Bisexual 
Identity Scale（LGBIS-SWU）　改訂版Lesbian, 
Gay, and Bisexual Identity Scale （LGBIS; Mohr & 

















人生満足度尺度　Diener, Emmons, Larsen, & 
Griffin （1985） の人生満足度尺度 （the Satisfaction 




























































 12.自分のセクシュアリティを話すことで、より人と仲良くなれると思う。 .65 －.14
　9 .関わる人にはありのままの自分を見て欲しい。 .64 －.01
 15 .自分のセクシュアリティを人に話すことで、コミュニケーションが活発になると思う。 .58 －.16
 13 .自分のセクシュアリティを当事者ではない人に正しく知ってほしい。 .54 .12





　2 .自分のセクシュアリティを打ち明けると相手に負担がかかると感じる。 －.16 .57
　4 .自分のセクシュアリティが周囲に広まるのを恐れる。 .07 .54
 11 .性的マイノリティに対する社会の偏見が強いと感じる。 .10 .50


























昭和女子大学版Lesbian, Gay, and Bisexual 
Identity Scale （LGBIS-SWU） の因子構造　
Mohrら （2011） のLGBISを日本語に翻訳し日本
で実施した場合の因子構造を明らかにするため




 19 .自分の進みたい人生が分かっている。 .79 －.04
 18 .将来の計画のおかげで、自分というものがはっきりしている。 .77  .18
　2 .私の将来の計画は、自分の本当の興味や大切だと思うものに合っている。 .76 －.02
 25 .自分が将来なにをするのかについての計画がある。 .72  .22
 20 .自分が将来なにをやっていくのか、思い浮かべることができる。 .71 －.13
＊5 .人生で本当にやりとげたいことは何か、はっきりしない。 .70 －.13
 11 .将来の計画があるから、私は自信を持っている。　 .66 －.01
 21 .自分の進みたい人生は、自分に本当に合うものになると思う。 .65 －.06
　1 .自分がどんな人生を進むか、決めた。 .61 －.12
　9 .私の将来の計画は、自分にとって正しいものに違いない。 .60 －.02
 13 .自分がすでに決めた将来の計画について考える。 .53  .35
 10 .自分の人生をどうするのかについては、自分で選んで決めた。 .45 －.05
　3 .自分が進もうとする人生には、どのようなものがあるのか、すすんで考える。 .44  .40
Ⅱ　アイデンティティ確立途中 （α＝ .79）
 16 .自分の将来の計画が、自分の本当にのぞんでいるものかどうかを考える。 －.21  .86
　6 .どんな人生を進みたいのか、どうしても考えてしまう。 －.26  .77
 15 .どんな人生を進まなければならないのか、考え続けている。 －.11  .74
 24 .自分が進みたい人生を、ずっと探し続けている。 －.18  .67
 17 .自分にとってよいと思える色々な生き方について考えている。 .07  .59
 22 .自分に合ういろんな生き方を考えている。 .19  .55
　4 .自分がすでに決めた人生の目的が本当に自分に合うのかどうか、考えている。 .29  .55
　8 .私の人生の計画は、自分にとって正しいものに違いない。 .25  .52
＊14 .自分が将来をどうしたいのか、気がかりだ。 .49 －.51
























項目 Ⅰ 　Ⅱ 　Ⅲ 　Ⅳ
Ⅰ　アイデンティティの中心性 （α＝ .86） 　
 25 .自分がLGBであることは、私の人生の重要な一部であると思う。 .96 －.11 －.04 .04
 24 .LGBの人間であることは、私の人生のとても重要な側面である。 .92 －.20 .03 －.02
 21 .一人の人間として私が誰であるかを理解するためには、人は私がLGBである
ことを知らなければならない。
.76 －.00 .07 .02
 15 .私の性的指向は、自分のアイデンティティの中心部分である。 .70 .15 －.17 .12
 16 .私の性的指向が、人々が私をどう見るかにどう影響するのかについてたくさ
ん考える。




－.08 .87 .03 .05
 17 .LGBの人間であると自分自身で認めることは、とても時間がかかる過程で
あった。
.05 .69 －.12 －.05
 27.自分が同性の人々に魅力を感じてしまうことは理不尽だと思う。 .22 .52 .16 .06
　1 .同性との自分の恋愛関係はどちらかといえば内密にしておきたい。 －.33 .45 .24 .07
　4 .同性との私の恋愛関係について誰が知っているのかを、慎重に制御している。 －.13 .36 .09 －.05
Ⅲ　内在化された同性愛嫌悪 （α＝ .73）
 20.自分が異性愛者だったらよかったのにと思う。 .24 .13 .70 .09
＊23 .ほぼ初めから自分の性的なアイデンティティを心地よく感じていた。 －.03 .13 .61 －.29
　2 .もしも可能なら、私は異性愛者であることを選ぶのだが…。 .09 .18 .59 .08
＊6 .私はLGBの人間であることがうれしい。 －.21 －.08 .58 .15
＊26 .自分がLGBであることを誇りに思う。 －.35 －.17 .54 .15
　9 .私の性的指向によって他者が私を否定的に判断すると知って、心地よいと感
じることはできない。
.21 －.13 .43 －.36
Ⅳ　アイデンティティの不確実性 （α＝ .63）
 22 .自分の性的指向について答えを出そうとするととても混乱してくる。 .09 －.07 .20 .78
　8 .自分の性的指向について繰り返し考えを変える。 .03 .33 －.04 .58
　3 .自分の性的指向がどのようなものなのか、完全に確信しているわけではない。 －.05 －.23 .14 .47
＊10 .LGBの人々が異性愛者より優れていると感じる。 .08 .09 －.19 .39
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ ― .16 －.05 －.06


































































変数 １ 2 3 4 5 6 7 8 　9 10 11 12 M SD
 1 カミングアウト遂行 ― .75** .63** .31** －.37** .22* .14　 .24　 －.31* －.33** .05  .27** －6.47 13.48
 2 カミングアウト遂行能力 ― .65** .27** －.57** .15 .16　 .27* －.23 －.33** .09  .23* －1.30 13.64
 3 カミングアウト行動意図 ― .38** －.33** .25 .27** .35** －.26* －.28* .17  .27* －5.80 10.72
 4 人間関係親密希望 ―  .03　 .22* .19　 .77** －.16 －.08　 －.09  .25** 23.48 5.42
 5 人間関係崩壊不安 ― －.11 .04　 .06　  .26*  .30* .05 －.20* 17.81 3.62
 6 アイデンティティ確立完了 ― .39** .03　 －.28* －.00　 －.24  .51** 41.05 9.99
 7 アイデンティティ確立途中  ― .18　 －.01  .18　 .05 －.00 35.95 5.98
 8 アイデンティティの中心性 ― .00  .08　 .01  .06 16.61 4.68
 9 困難なプロセス ―  .30* .17 －.12 18.97 4.62
10 内在化された同性愛嫌悪 ― .13 －.05 13.74 4.22
11 アイデンティティ不確実 ― －.23 9.96 3.31

























法） を行った （Table 5上段）。重相関係数Rは .48





































ワイズ法） を行った （Table 5中段）。重回帰係数R













































































ワイズ法） を行った （Table 5下段）。重回帰係数R
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